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況は、2008 年 7 月には 1 トン当
たり 7 万円一歩手前まで迫ってい







































































































































































































単位 エアコン テレビ 冷凍庫・冷蔵庫 洗濯機
指定取引場所での引取台数 ［千台］ 1,890 4,613 2,725 2,884
再商品化等処理台数 ［千台］ 1,872 4,542 2,724 2,879
再商品化等処理重量 ［トン］ 78,715 134,283 159,763 94,101
再商品化重量 ［トン］ 68,861 115,563 116,683 77,231
再商品化率 ［%］ 87 86 73 82
単位 エアコン テレビ 冷凍庫・冷蔵庫 洗濯機
鉄 ［トン］ 23,729 13,881 68,435 40,755
銅 ［トン］ 5,076 4,951 1,994 1,240
アルミニウム ［トン］ 8,634 73 325 612
非鉄・鉄などの混合物 ［トン］ 24,453 1,199 20,188 12,915
ブラウン管ガラス ［トン］ ― 68,269 ― ―
その他の有価物 * ［トン］ 6,969 27,190 25,741 21,709

























































































































































冷間圧延薄鋼板 / 薄板一般 ≦ 0.10






















































































































































ロー分析 8) を元に推定すると 28%
程度と思われる（スクラップから
の合金生産量 1189 千トン、国内






















































































































































循環率は約 16%（屑等 108 千トン、























































科 学 技 術 動 向　2009年 2月号
16
種　類 主な用途 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年
 高炉スラグ 原料、混合材 10173 9231 9214 9711 9304
 石炭灰 原料、混合材 6429 6937 7185 6995 7256
 汚泥、スラッジ 原料 2413 2649 2526 2965 3175
 建設発生土 原料 629 1692 2097 2589 2643
 副産石こう 原料（添加材） 2530 2572 2707 2787 2636
燃えがら（石炭灰は除く）、
ばいじん、ダスト 原料、熱エネルギー 953 1110 1189 982 1173
 非鉄鉱滓等 原料 1143 1305 1318 1098 1028
 鋳物砂 原料 565 607 601 650 610
 製鋼スラグ 原料 577 465 467 633 549
 廃プラスチック 熱エネルギー 255 283 302 365 408
 木くず 原料、熱エネルギー 271 305 340 372 319
 再生油 熱エネルギー 238 236 228 249 279
 廃油 熱エネルギー 173 214 219 225 200
 廃白土 原料、熱エネルギー 97 116 173 213 200
 ボタ 原料、熱エネルギー 390 297 280 203 155
 廃タイヤ 原料、熱エネルギー 230 221 194 163 148
 肉骨粉 原料、熱エネルギー 122 90 85 74 71
 その他 378 452 468 615 565
合　計 27564 28780 29593 30890 30720
セメント 1t 当たりの使用量 (kg/t) 375 401 400 423 436
注 1：「その他」は「廃酸」「廃アルカリ」「紙くず」「ガラスくず・陶磁器くず」「コンクリ トー破片・レンガ破片」「RDF」等を含む。
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